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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、U3） 1曾nous sommes certes tr6s habitu6s！．．．　entra貧n6s！le　veux！．．．1’entra1nement　nordique！nous　avons　tenu
b－haut　pendant　quatre　hivers＿presque　cinq．．．par　25　au－dessous．．．　dans　une　sorte　de　d6combre　d’6table．．．
sans　feu，　sans　feu　absolument，　o血les　cochons　moureraient　de　froid＿le　dis！＿or　donc，　entrain6s　nous
sommes！．．．　tout　le　chaume　s’envolait＿la　neige，　le　vent　dansaient　la－dedans！＿cinq　ans，　cinq　mois　a　la
glace！＿11　Roη24π5，∬∬，　P．5
64）　”eux　la，　eux　autres，　Racine，　Loukoum，　Tartre，　Schweitzer，　faisaient　la　quete　de　ci．．．　de　l乞．．．　ramassaient
les　ronds　et　Nobel！．．．”Ro〃24π5，11，　p．11．　Tartreがサルトルを指す。セリーヌはサルトルに対して”A
Pagit6　du　bocal　IIという批判記事を書いている。
65）　曾’Puisque　nous　sommes　dans　les　Belles　Lettres　je　vous　parlerai　de　Denoel…de　Denod　assassin6…oh，
qu’il　avait　d’odieux　penchants！…s’il　le　fallait　il　vous　fourguait，　bien　s｛ir，　bel　et　bien！［…　j　cependant　un　c6t6
le　sauvait…il　6tait　passlonn6　des　Lettres…il　reconnaissait　vraiment　le　travail，　il　respectait　les　auteurs…
toutムfait　autre　chose　que　Brottin！…1I　Ro〃76η，11，　p．11．ドノエルは1944年12月に殺されている。セリー
ヌやアラゴン，ウジェーヌ・ダビなどの作家のみならずヒトラーやムソリー二の本も出版していた。
Ory，　ibid．，　p．219．なおBrottinはガストン・ガリマールのこと。また戦争末期になると，解放に乗じて処
刑された対独協力者は8000から9000人に上る。戦後の裁判では1600人あまりが死刑宣告を受けた。
Paxton，治∫4．，　p．383
66）　1°Je　me　suis　tromp6　de　file　en　l940；rien　de　plus．旧’Interv三ew　avec　Andr6　Parinaud，　II”inα〃πθθ’
”46伽β’鉱61’π47β〃θ1957L1961，　p．37
67）　　Ro〃22π5，11，　p．49
68）　出版当時の反応についてはRo魏4π5，∬1，　p．1020以降参照。
69）　50年代前半に強かった対独協力者に対する風当たりも，フランス社会に経済的な安定が得られ始めた
50年代半ば頃からは弱まりだした。Rousso，砺4．，　P．77．『またの日の夢物語1，2』（1952，1954年）の不
評と『城から城』（1957年）の好評の違いは，こうした世相の違いも表しているかもしれない。またオリ
は，「セリーヌは（戦後の対独協力者）復権の曖昧さの全てを象徴している」としている。Ory，砺4．，　p．9
70）　Ro脚π5，1∬，　p．358等。
71）　　Ro〃24π5，11，　p．717－718
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